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通期業績予想と実績値との差異、営業外費用（為替差損） 

及び特別損失（減損損失）の計上に関するお知らせ 

 

 平成 30年１月 29日に公表いたしました平成 30年３月期（平成 29年４月 1日～平成 30年３月 31日）の通期

業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 また、平成 30年３月期第４四半期連結会計期間（平成 30年１月１日～平成 30年３月 31日）において、下記

のとおり営業外費用（為替差損）及び特別損失（減損損失）を計上しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 30年３月期通期連結業績予想数値と実績の差異（平成 29年４月１日～平成 30年３月 31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予想 （ Ａ） 
百万円 

60,000 

百万円 

1,000 

百万円 

1,400 

百万円 

2,300 

円 銭 

34.79 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 59,786 485 358 △288 △4.36 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △213 △514 △1,041 △2,588  

増 減 率 （ ％ ） △0.4 △51.5 △74.4 △112.5  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成 2 9 年３月期） 
62,971 630 1,398 1,017 15.17 

 

２．差異の理由 

平成30年３月期通期の連結業績につきましては、大型案件の新製品立ち上げに伴う労務費、経費増、及

び工場移転に伴う諸費用の発生により、中国地区の生産子会社における生産コストの増加が想定を

上回り、営業利益は前回予想を大幅に下回りました。経常利益は営業利益の減少及び為替相場の円高進行に

よる為替差損の計上により前回予想を下回りました。親会社株主に帰属する当期純利益は、営業利益及び経常

利益の減少、減損損失の計上により前回予想を下回りました。 

 

 

 

 



３．営業外費用（為替差損）の内容 

 平成30年３月期第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成30年12月31日）において為替差益１億

４千３百万円を計上しておりましたが、為替相場の円高進行により、平成30年３月期第４四半期連結会計期間（平

成 30年１月１日～平成 30年３月 31日）において、10億６千５百万円の為替差損が発生したことから、平成 30

年３月期第４四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成30年３月31日）において、為替差損９億２千１百

万円を営業外費用に計上いたしました。 

 なお、為替換算差額に影響を与える要因である米ドルの決算期末日レートにつきましては、平成30年３月期第

３四半期連結累計期間末は１米ドル113.00円に対し、平成30年３月期連結会計年度末は１米ドル106.24円であ

りました。 

 

４．特別損失（減損損失）の内容 

当社子会社である SMK-LOGOMOTION(株)、SMK Manufacturing, Inc.及び SMK Electronica S.A. de C.V.が保有

する固定資産（機械装置、特許権等）について、現在の事業環境を踏まえて将来の回収可能性を検討した結果、

平成30年３月期第４四半期連結会計期間において、減損損失15億４千４百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

以 上 


